
令和６年度川越市一般会計・特別会計予算の概要
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１ 令和６年度予算の規模 

① 福祉施策の推進や都市基盤の整備とともに、こども・子育て

施策の強化や地域経済への支援、防災対策、ＤＸなどに取り組

むため、総額１千２８３億５千万円となる令和６年度一般会計

予算を編成した。 

② 令和６年度一般会計予算は、前年度当初予算

（１千２１０億円）と比較して７３億５千万円（６．１％）

の増。 

③ 一般会計と特別会計を合わせた総額は、

２千１７７億９千８５１万１千円となり、前年度当初予算と比較して１０３億９千６７万１千円（５．０％）の

増。主な要因は、一般会計における民生費、総務費、教育費の増のほか、介護保険事業特別会計及び公共下水道

事業会計の増が影響したことによる。
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２ 令和６年度一般会計歳入予算 

 

① 歳入の根幹をなす市税は、雇用や所得環境の改善が続く中、景気に回復の 

きざしが見込まれる一方で、国が物価高対策として実施する令和６年度個人 

住民税の定額減税の影響等により、前年度より９億５千２５３万７千円 

（１．６％）減の５７５億１４４万８千円を計上した。 

② 地方消費税交付金は、前年度より２億円（２．４％）減の８３億円を 

計上した。 

③ 地方特例交付金は、個人住民税の定額減税による減収分が補てんされる 

ことから、前年度より１５億７３７万９千円（３３５．３％）増の 

１９億５千７００万円を計上した。 

④ 国庫支出金は、児童手当国庫負担金や障害者自立支援給付費負担金等 

の増により、前年度より１４億３２９万６千円（６．７％）増の２２４億９７３万５千円を計上した。 

⑤ 県支出金は、こども医療費補助金や障害者自立支援給付費負担金等の増により、前年度より 

５億５千８１３万８千円（６．１％）増の９６億７千６３９万５千円を計上した。 

⑥ 市債は、小・中学校体育館空調設備等整備事業債や仮称霞ケ関北市民センター建設事業債等の増により、前年

度より１１億７千３９０万円（１６．５％）増の８２億９千７６０万円を計上した。 
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P2【注 1】 

その他自主財源とは、分担金及び負担金、使用料及

び手数料、財産収入、寄附金、繰越金をいう。 
 
P2【注 2】 

その他依存財源とは、地方譲与税、利子割交付金、

配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税

交付金、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、

環境性能割交付金、地方特例交付金、地方交付税、交

通安全対策特別交付金をいう。 

 

 

 

  

  

※計数はそれぞれ四捨五入しているため、計が一致しない場合がある。 
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３ 市税の状況 
 
 

① 市民税は、雇用や所得環境の改善が続く中、景気に回復のきざしが見込まれるものの、令和６年度は、 

国が物価高対策として実施する個人住民税の定額減税による減収があることから、個人市民税は前年度 

より９億６００万３千円（４．１％）減の２１３億６千３９１万円を見込み、法人市民税は前年度より 

２億７千４４２万８千円（７．２％）減の３５億４千６０８万５千円を見込む。 

② 固定資産税は、評価替えに伴う土地評価額の上昇による増収分を見込むことにより、固定資産税全体 

では前年度より８千９００万７千円（０．４％）増の２３５億７３２万９千円を見込む。 

③ 市たばこ税は、過去の実績本数を踏まえ、前年度より３千５８１万６千円（１．６％）増の 

２２億７千５２万８千円を見込む。 

④ 都市計画税は、評価替えに伴う土地評価額の上昇による増収分を見込むことにより、前年度より 

６千９５０万円（１．６％）増の４３億４千３４５万円を見込む。 

⑤ 「東日本大震災からの復興に関し地方公共団体が実施する防災のための施策に必要な財源の確保に係る地方

税の臨時特例に関する法律」に基づき、臨時的な財政上の措置として、平成２６年度から令和５年度までの 

１０年間、個人市民税均等割に年額 500 円を加算していたが、令和６年度からはこの臨時的措置が終了する。 
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４ 地方消費税交付金の引上げ分の使途 

 

地方税法第７２条の１１６に基づく消費税率引上げ分の地方消費税交付金は、社会保障４経費（年金、医療及び

介護の社会保障給付並びに少子化に対処するための施策）、その他社会保障施策（社会福祉、社会保険及び保健衛

生に関する施策）に充当することとされており、令和６年度の引上げ分として４５億２千７２７万３千円を見込む。 
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５ 令和６年度一般会計歳出予算（目的別） 

  

① 予算の約４５％を占める民生費は、５７８億４千４６５万７千円を

計上した。民間福祉施設補助（高齢者施設）等の減はあるものの、児

童手当、介護給付・訓練等給付等の増により、前年度より 

３２億９千６３８万２千円（６．０％）の増となった。 

② 教育費は１６２億８千６５９万９千円を計上した。小・中学校の運

営管理等による減はあるものの、小・中学校の体育館空調設備や施設

整備に係る経費等の増により、前年度より２２億８千６９５万５千円

（１６．３％）の増となった。 

③ 衛生費は１３８億１千５４５万円を計上した。出産・子育て応援事

業等の増はあるものの、感染症等対策、斎場運営管理等による減によ

り、前年度より６億９千９６２万９千円（４．８％）の減となった。 

④ 土木費は９１億２千４４８万５千円を計上した。街区公園等整備、

準用河川整備等による減はあるものの、なぐわし公園整備、南古谷駅

周辺地区整備等の増により、前年度より１億６千６３７万３千円 

（１．９％）の増となった。 

 

※計数はそれぞれ四捨五入しているため、 

計が一致しない場合がある。 

一般会計歳出予算の構成（目的別） 
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※計数はそれぞれ四捨五入しているため、計が一致しない 

場合がある。 
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６ 令和６年度一般会計歳出予算（性質別） 

  

① 人件費は、前年度より１２億２千４１９万４千円（５．５％）

増の２３３億５千９７万５千円を計上した。 

② 扶助費は、児童手当、介護給付・訓練等給付、こども医療費

支給の増等により、前年度より２２億８千７６６万２千円 

（６．３％）増の３８８億２千５５４万４千円を計上した。 

③ 公債費は、前年度より３億５千１５８万２千円（３．２％）

減の１０５億１千７７３万３千円を計上した。 

④ 義務的経費（人件費、扶助費及び公債費）の合計は、前年度

より３１億６千２７万４千円（４．５％）増の 

７２６億９千４２５万２千円となった。 

⑤ 補助費等は、前年度より４億８千２９１万６千円 

（４．８％）増の１０４億６千９４４万３千円を計上した。 

⑥ 普通建設事業費は、小・中学校の体育館空調設備等整備、南古谷駅周辺地区整備の事業費の増等により、 

前年度より２３億８千９２２万９千円（２９．５％）増の１０５億３２万９千円を計上した。 

⑦ 繰出金は、介護保険事業特別会計、国民健康保険事業特別会計への繰出金の増等により、前年度より    

１１億１千３８１万５千円（１０．３％）増の１１９億４千４８２万４千円を計上した。 

※計数はそれぞれ四捨五入しているため、 
計が一致しない場合がある。 

‐8‐



 
 

 

 

  

 

 

 

  

※計数はそれぞれ四捨五入しているため、計が一致しない場合がある。 
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※令和４年度までは決算額。令和５年度は一般会計補正予算第８号後の金額。令和６年度は年度末の見込額。 

※計数はそれぞれ四捨五入しているため、計が一致しない場合がある。 

７ 公債費・市債残高の状況 

 

① 公債費は、ウェスタ川越、新斎場、小・中学校普通教室空調設備などの事業の実施により、平成２８年度以

降は増加で推移していたが、令和５年度からは、事業の実施に当たり借り入れた市債の償還終了などに伴い、

減少に転じている。令和６年度は、前年度より３億５千１５８万２千円（３．２％）減の 

１０５億１千７７３万３千円を計上した。 

② 市債残高は、平成２５年度以降増加で推移していたが、令和元年度からは減少に転じている。令和６年度は

歳出の公債費（元金分１００億８千７２７万円）に対し、歳入の市債（８２億９千７６０万円）が下回ったこ

とにより、令和６年度末の市債残高は前年度末から１７億８千９６７万円（２．１％）減の 

８５１億３千３３万２千円を見込む。 
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８ 積立基金の状況 

 

① 令和５年度は、利子分を除く積立金として財政調整基金に３３億１千４７４万４千円、減債基金に 

２億４千１４８万７千円、公共施設マネジメント基金に２億１千２７３万８千円等を計上した。 

②  令和６年度は、既存の基金の有効活用として、減債基金から５億２千７４万４千円を取り崩すとともに公共

施設マネジメント基金、平和基金、文化芸術スポーツ振興基金、福祉基金、緑の基金、商業振興施設整備基金、

みんなで支える観光基金、大学奨学金基金及び学校部活動地域連携・地域移行推進基金を取り崩し、関連事業

の財源を確保した。 

③  一般会計における令和６年度末の積立基金残高は、財源対策として財政調整基金から５５億９千万円を取り

崩したこと等により、前年度から６３億６３５万６千円（５１．６％）減の６０億２千万１千円を見込む。 

 

 

 

 

 

 

 

※令和４年度までは決算額。 

令和５年度は一般会計補正予算第８号後の金額。 

令和６年度は年度末の見込額。 

※計数はそれぞれ四捨五入しているため、計が一致しない場合がある。 
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千円

千円

千円

2 千円

1 千円

1 ％

　市の審査事務の効率化を図るとともに物品等の競争入札に参加し
ようとする者の入札参加資格申請に係る負担の軽減を図るため、埼
玉県物品等競争入札参加資格審査の共同受付に参加する。

○（新）埼玉県競争入札参加資格審査共同受付
　への参加（物品）

9,122 千円

9,575 　契約事務の効率化及びペーパレス化を推進するため、クラウド
サービスを利用した電子契約システムを導入する。

款 総務費

前年比 490.9

一般会計

令　和　６　年　度　主　要　事　業　（　一　般　会　計　・　特　別　会　計　）

〔一般会計〕

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 総務部 契約課 特定財源 3,944 ○（新）電子契約システムの導入 264 千円

予算事業名 契約事務 予算額 13,519

　こども家庭センターの設置に伴い、健康管理課所管の「母子公費負担医療」、健康づくり支援課所管の「健康づくり支援課一般事
務」、「母子保健指導」、「母子健康診査」、「出産・子育て応援事業」、「歯科保健対策」、「栄養改善対策」における全部また
は一部の経費について、令和６年度から母子保健課に移管した。

　また、新型コロナウイルスワクチンの定期接種化に伴い、新型コロナウイルスワクチン接種対策室所管の「新型コロナウイルスワ
クチン接種事業」における経費について、令和６年度から健康管理課所管の「予防接種の推進」に統合した。

目 一般管理費

前年度予算 2,288

項 総務管理費 増減額 11,231

予
算
科
目

会計 一般財源
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千円

千円

千円

2 千円

1 千円

2 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

2 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

6 ％目 財産管理費 前年比 6,255.8

項 総務管理費 増減額 100,031

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 100,055 　昭和47年に建築された本庁舎を更新し新庁舎を建設するための費
用を確保するため、川越市庁舎建設基金に積み立てを行う。

款 総務費

所管部課 総合政策部 政策企画課 特定財源 1,575 ○庁舎建設基金への積立 101,575 千円

予算事業名 庁舎建設検討 予算額 101,630

総務費 前年度予算 14,651

項 総務管理費 増減額 △ 344

　例規等の管理・運用における行財政改革の取組を図るとともにデ
ジタル化を推進するため、冊子版の例規集の廃止によるペーパーレ
ス化を図り、併せて例規等の形式を縦書きから左横書きに改める。

特定財源 28,636 ○市公式ホームページのリニューアル 44,974

前年度予算 1,599

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 14,307

款

所管部課 総務部 総務課 特定財源 -

9,900 千円総務管理費 増減額

前年比 △ 2.3

目 文書広報費 前年比 532.0

○メール配信システムの更新

総務費 前年度予算 10,056

項 53,496

千円

予
算
科
目

所管部課 広報室

予算事業名 例規管理事務 予算額 14,307 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

○（新）冊子版の例規集の廃止及び例規等の左
　横書き化

目 文書広報費

4,338 千円

予算事業名 ホームページ広報等 予算額 63,552 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

会計 一般会計 一般財源 34,916 　前回のリニューアルから10年が経過し、スマートフォンからのア
クセスや検索サイトからの流入が増加するなど閲覧者の利用方法が
変化していることから、ホームぺージの全面リニューアルを行う。款

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

　現行システムの「すぐメール」が令和6年度中にサービス提供を
終了することから、システムの更新を行う。
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千円

千円

千円

2 千円

1 千円

7 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

7 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

7 ％

一般会計 一般財源 827,587 　「地方公共団体情報システムの標準化に関する法律」等に基づ
き、住民記録や税等の基幹業務システムについて、令和6年度から2
箇年で国が定めた標準準拠システムをガバメントクラウドに構築
し、移行する。

款 総務費

所管部課 総合政策部 情報政策課 特定財源 713,428 ○（新）システム標準化 820,952 千円

目 企画費 前年比 955.1

予算事業名 情報システム管理 予算額 1,541,015

目 企画費 前年比 188.7

前年度予算 533,801

項 総務管理費 増減額 1,007,214

予
算
科
目

会計

一般会計 一般財源 17,339

前年度予算 1,150

項 総務管理費 増減額 10,984

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 12,134 　業務の効率化や市民サービス向上のため、外部コンサルタントを
活用して、業務プロセスの視点から業務の分析や改善策の立案など
を行う業務改革（BPR）を実施する。款 総務費

所管部課 総合政策部 行政改革推進課 特定財源 - ○（新）BPR支援業務委託 11,000 千円

　現行計画の計画期間が令和7年度までとなっていることから、令
和8年度を始期とする次期計画の策定に向けて、庁内での検討作業
を行い、基本構想や前期基本計画の素案を作成する。

〔次期計画の策定支援業務委託について、令和7年度分の債務負担
　行為（限度額16,500千円）を併せて設定〕

款 総務費

所管部課 総合政策部 政策企画課 特定財源 12 ○（新）第5次川越市総合計画の策定 17,351 千円

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

予算事業名 総合計画事務 予算額 17,351

目 企画費 前年比 251.1

予算事業名 行政改革の推進 予算額 12,134

前年度予算 4,942

項 総務管理費 増減額 12,409

予
算
科
目

会計

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

主な事業（概要・目的・スケジュール等）
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千円

千円

千円

2 千円

1 千円

8 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

10 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

10 ％目 自治振興費 前年比 15.8

一般会計 一般財源 4,923

前年度予算 4,442

項 総務管理費 増減額 700

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 5,142 　市民の自主的な地域活動を支援し、市民と行政の協働による地域
づくりを推進するため、地域会議が行う運営及び事業に対し補助金
を交付する。款 総務費

所管部課 市民部 地域づくり推進課 特定財源 - ○地域会議補助金 5,142 千円

　市民活動団体等が地域のさまざまな課題を解決するための主体的
な取組を市との協働事業として行うものについて、事業にかかる経
費の一部を補助する。
〔補助率1／2、上限20万円、3回まで〕

款 総務費

所管部課 市民部 地域づくり推進課 特定財源 - ○提案型協働事業補助金 1,760 千円

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 市民センター管理費 前年比 △ 61.4

予算事業名 協働の推進 予算額 4,923

目 自治振興費 前年比 3.1

予算事業名 地域会議の推進 予算額 5,142

前年度予算 4,777

項 総務管理費 増減額 146

予
算
科
目

会計

前年度予算 118,826

項 総務管理費 増減額 △ 72,960

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 14,666 　建設から50年以上が経過し老朽化した芳野市民センターについ
て、整備更新に係る新築工事設計等を行う。

款 総務費

所管部課 市民部 地域づくり推進課 特定財源 31,200 ○芳野市民センター整備 45,866 千円

主な事業（概要・目的・スケジュール等）予算事業名 芳野市民センター整備推進 予算額 45,866

主な事業（概要・目的・スケジュール等）
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千円

千円

千円

2 千円

1 千円

11 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

13 ％

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 10,210

所管部課 都市計画部 交通政策課

款 総務費

目 交通政策費 前年比 1,698.4

前年度予算 3,299

項 総務管理費 増減額 56,030

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 4,529

款 総務費

所管部課 文化スポーツ部 文化芸術振興課 特定財源 - ○（新）旧市民会館の解体調査 7,210 千円

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

予算事業名 旧市民会館管理 予算額 10,210

特定財源 54,800

目 文化施設管理費 前年比 240.3

予算事業名 交通政策推進 予算額 59,329

前年度予算 3,000

項 総務管理費 増減額 7,210

○公共交通事業者乗務員確保・育成支援金 25,000 千円

　安全で安定的な輸送サービスを継続し市民の移動手段の確保を図
るため、路線バス事業者及びタクシー事業者に対し、乗務員の確保
及び二種免許取得費用に対する補助を行う。

○公共交通事業者事業継続支援金 27,500 千円

　安全で安定的な輸送サービスを継続し市民の移動手段の確保を図
るため、路線バス事業者及びタクシー事業者に対し、経営改善への
取組等を目的とした事業継続支援金を交付する。

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

　旧市民会館の取壊及び撤去に向けて、アスベスト調査や測量調査
等を行う。
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千円

千円

千円

2 千円

1 千円

13 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

14 ％交通安全対策費 前年比 △ 0.2目

総務費 前年度予算 11,520

項 総務管理費 増減額 △ 20

千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 11,500 　通学路の安全を確保するため、市内の小中学校に通学路安全点検
を依頼し、これにより抽出された危険箇所等に対して主にグリーン
ベルト等による交通安全対策を実施する。款

所管部課 市民部 防犯・交通安全課 特定財源 - ○安全安心通学路対策 11,500

　中心市街地における観光客の回遊性の向上と賑わいの創出、自動
車交通量の削減及び市民の多様な移動手段の確保を図るため、自転
車シェアリングを実施する。
〔財政負担を伴わない基本協定に基づく民間事業者との共同事業〕

予算事業名 安全安心通学路対策 予算額 11,500 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

　交通空白地域における市民の移動支援や地域の利便性の向上を目
的として、デマンド型交通「かわまる」を運行する。

○自転車シェアリング ― 千円

目 交通政策費 前年比 △ 5.4

○デマンド型交通事業

総務費 前年度予算 195,031

項 総務管理費 増減額 △ 10,508

千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 184,127 　交通空白地域の解消、公共施設を連絡する交通手段及び高齢者や
障害者の移動に配慮した交通手段等を目的として、市内循環バス
「川越シャトル」を運行する。款

所管部課 都市計画部 交通政策課 特定財源 396 ○市内循環バス運行 143,481

41,042 千円

予算事業名 移動手段の確保 予算額 184,523 主な事業（概要・目的・スケジュール等）
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千円

千円

千円

2 千円

1 千円

15 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

15 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

15 ％

一般会計 一般財源 12,485

款 総務費

所管部課 文化スポーツ部 文化芸術振興課 特定財源 1,341 ○文化芸術かがやき表彰 244 千円

目 文化行政費 前年比 16.9

予算事業名 地域文化支援 予算額 13,826

目 文化行政費 前年比 △ 7.5

前年度予算 14,950

項 総務管理費 増減額 △ 1,124

予
算
科
目

会計

前年度予算 6,677

項 総務管理費 増減額 1,127

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 2,532 　市内小学校に出張して「子どもの文化芸術体験事業」を実施する
ほか、令和6年度は、アーティストの活動機会を支援し鑑賞機会を
提供するための「来場型コンサート」を新たに実施する。款 総務費

所管部課 文化スポーツ部 文化芸術振興課 特定財源 5,272 ○文化芸術スポーツ振興基金活用事業 4,659 千円

目 文化行政費 前年比 269.7

予算事業名 文化事業の推進 予算額 7,804

前年度予算 228

項 総務管理費 増減額 615

予算事業名 文化芸術振興課一般事務 予算額 843

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 673 　将来にわたり、中学校の生徒が文化芸術活動に継続して親しむこ
とができる機会を確保するため、段階的に地域クラブ活動を実施す
る。

〔スポーツ活動に係る予算は「スポーツ振興課一般事務」（スポー
　ツ振興課）に708千円を計上〕

款 総務費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 文化スポーツ部 文化芸術振興課 特定財源 170 ○（新）部活動地域連携・地域移行事業 625 千円

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

　文化芸術活動において優秀な成績を収め、地域において他の模範
となると認められる児童生徒（小学生～高校生の個人又は団体）に
対して表彰を行う。

主な事業（概要・目的・スケジュール等）
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千円

千円

千円

2 千円

1 千円

15 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

16 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

18 ％目 スポーツ行政費 前年比 184.4

前年度予算 418

項 総務管理費 増減額 771

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 1,001 　将来にわたり、中学校の生徒がスポーツ活動に継続して親しむこ
とができる機会を確保するため、段階的に地域クラブ活動を実施す
る。

〔文化芸術活動に係る予算は「文化芸術振興課一般事務」（文化
　芸術振興課）に625千円を計上〕

款 総務費

所管部課 文化スポーツ部 スポーツ振興課 特定財源 188 ○（新）部活動地域連携・地域移行事業 708 千円

前年度予算 531

項 総務管理費 増減額 16

目 男女共同参画推進費 前年比 8.1

予算事業名 スポーツ振興課一般事務 予算額 1,189

前年度予算 4,442

項 総務管理費 増減額 362

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 3,101

款 総務費

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 247 　市民の高度で体系的な生涯学習意欲に応えるため、市内大学と連
携し、各大学の特徴を生かした講座を開催することにより、市民の
リカレント教育の拡充の場を提供する。款 総務費

所管部課 文化スポーツ部 文化芸術振興課 特定財源 300 ○川越大学間連携講座 484 千円

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 市民部 男女共同参画課 特定財源 1,703 ○イーブンライフin川越 211 千円

予算事業名 男女共同参画推進 予算額 4,804

目 文化行政費 前年比 3.0

主な事業（概要・目的・スケジュール等）予算事業名 生涯学習の推進 予算額 547

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

　人権週間及び人権デーにちなみ、男女共同参画に関する理解の向
上と意識啓発を図るため、講演会・研修会等を開催する。
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千円

千円

千円

2 千円

1 千円

18 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

18 ％

項 総務管理費 増減額 4,859

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 17,765

予算事業名 学校体育施設の活用 予算額 17,836 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

スポーツ行政費 前年比 △ 6.1

○小江戸川越ハーフマラソン大会

目 スポーツ行政費 前年比 37.4

　省エネ効果と故障への予防保全を目的に、小・中学校夜間照明の
水銀灯照明機器をLED機器へ更新する。

款

所管部課 文化スポーツ部 スポーツ振興課 特定財源 71 ○（新）小・中学校夜間照明のLED化 6,000

4,000 千円

総務費 前年度予算 12,977

前年度予算 27,298

項 総務管理費 増減額 △ 1,668

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 24,405 　文化芸術スポーツ振興基金により、小学生から高校生までのジュ
ニアアスリート向けに専門的な指導を行う。

款 総務費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 文化スポーツ部 スポーツ振興課 特定財源 1,225 ○ジュニアアスリート育成事業 700 千円

予算事業名 スポーツ教室・大会等の充実 予算額 25,630

　市民のスポーツ及び健康づくりへの関心を高めるとともに、広く
川越をPRし、地域の活性化に繋げていくため、蔵造りの町並みを走
るマラソン大会を実施する。

目

千円
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千円

千円

千円

2 千円

1 千円

19 ％

千円

千円

千円

2 千円

1 千円

21目 仮称霞ケ関北市民センター建設費 前年比 皆増

　川越運動公園総合体育館の空調設備設置等に関する設計業務委託
を行う。

○（新）多目的グラウンド整備

款 総務費 前年度予算 -

項 総務管理費 増減額 572,600

予
算
科
目

一般会計 一般財源 166,661 　設備の予防保全を目的に、川越運動公園陸上競技場に備えられて
いる競技用のスコアボードの点検業務委託を行う。

款

572,600

194,756

　多目的グラウンドとして整備することとなっている宮元町の旧川
越保健所跡地について、用地の取得や設計業務委託を行う。

千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 - 　利用者の利便性の向上や施設の利用促進を図るため、老朽化及び
狭あい化している霞ケ関北公民館と、本市の市民センターのうち、
唯一、施設が分かれている霞ケ関北市民センターを同時に建設す
る。
〔建設事業について、令和6年度から令和7年度までの継続費
　（総額952,600千円）を設定〕

予算事業名 仮称霞ケ関北市民センター建設 予算額 572,600 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 市民部 地域づくり推進課 特定財源 572,600 ○（仮称）霞ケ関北市民センター建設

19,561 千円

千円

所管部課 文化スポーツ部 スポーツ振興課 特定財源 246,187 ○陸上競技場スコアボード点検業務委託 1,350 千円

前年度予算 268,897

項 総務管理費 増減額 143,951

総務費

目 スポーツ施設管理費 前年比 53.5

会計

予算事業名 体育施設の整備・充実 予算額 412,848 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

○（新）総合体育館空調設備設計業務委託

‐21‐



千円

千円

千円

3 千円

1 千円

1 ％

千円

千円

千円

3 千円

1 千円

1 ％

千円

千円

千円

3 千円

1 千円

1 ％

款

所管部課 福祉部 障害者福祉課 特定財源 95,896 ○総合福祉センター(オアシス)設備修繕・工事 千円111,622

　障害者と高齢者が安心して施設を利用できるよう、エレベーター
改修工事やプール昇温用チラー更新工事等を行う。

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 20,257 　貧困の連鎖を防止するため、生活困窮世帯（生活保護世帯を含
む。）の子どもに対する学習支援及び保護者を含めた生活習慣・育
成環境の改善に関する支援を行う。款 民生費

目 社会福祉総務費 前年比 14.5

民生費 前年度予算 364,609

項 社会福祉費 増減額 52,975

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 321,688

予算事業名 総合福祉センター運営管理 予算額 417,584 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 社会福祉総務費 前年比 △ 21.2

○（新）こどもの生活・学習支援事業補助金

前年度予算 90,649

項 社会福祉費 増減額 △ 19,197

所管部課 福祉部 生活福祉課 特定財源 51,195 ○生活困窮者学習・生活支援 9,599 千円

目 社会福祉総務費 前年比 42.1

予算事業名 生活困窮者自立支援等事務 予算額 71,452

前年度予算 25,986

項 社会福祉費 増減額 10,929

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 11,209 　「地域福祉サポートシステム」を推進するため、コミュニティ
ソーシャルワーカーを配置する。

款 民生費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 福祉部 福祉推進課 特定財源 25,706 ○コミュニティソーシャルワーカー配置事業 36,333 千円

予算事業名 地域福祉の推進 予算額 36,915

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

1,431 千円

　川越市生活困窮者学習・生活支援事業に参加している高校3年生
に大学等の受験料及び模擬試験受験料を、中学3年生に模擬試験受
験料を支給する。
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千円

千円

千円

3 千円

1 千円

3 ％

千円

千円

千円

3 千円

1 千円

5

千円

千円

千円

3 千円

1 千円

5 ％目 老人福祉費 前年比 9.8

前年度予算 20,577

項 社会福祉費 増減額 2,007

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 21,559 　高齢者の聴力低下による閉じこもりを防ぎ積極的な社会参加を支
援するとともに、高齢者の認知症予防、フレイル（虚弱状態）予防
を図るため、加齢性の難聴者に対し補聴器購入費の助成を行う。款 民生費

所管部課 福祉部 高齢者いきがい課 特定財源 1,025 ○（新）高齢者補聴器購入費補助 3,000 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 61,009 　障害者施設の整備を促進し障害福祉サービスの充実を図るため、
社会福祉法人等が整備する施設に対し、整備費用の一部を補助す
る。款 民生費

所管部課 福祉部 障害者福祉課 特定財源 123,577 ○民間福祉施設補助（障害者施設） 184,586 千円

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 障害者福祉費 前年比 128.9

予算事業名 生きがい対策 予算額 22,584

前年度予算 80,629

項 社会福祉費 増減額 103,957

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

予算事業名 認知症伴走型支援 予算額 1,368 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 福祉部　地域包括ケア推進課

予算事業名 民間福祉施設補助（障害者施設） 予算額 184,586

特定財源 684 ○（新）認知症伴走型支援事業業務委託 1,368 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 684 　認知症の人やその家族の支援体制の充実を図るため、認知症高齢
者グループホーム等において専門的な相談支援を行う。

款 民生費 前年度予算 -

項 社会福祉費 増減額 1,368

目 老人福祉費 前年比 皆増
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333 千円

　子どもたちが自由な発想で遊ぶことができるよう、遊びの環境づ
くりを担うプレーリーダーを配置し、プレーパークを開催する。

目 青少年対策費 前年比 7.4

○プレーパーク運営支援

前年度予算 5,183

項 社会福祉費 増減額 381

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 4,698 　社会的に孤立し、困難を抱える子ども・若者の増加、深刻化を防
止するため、子ども・若者が放課後や休日に安全で安心して過ごせ
る場所を提供する。款 民生費

所管部課 こども未来部 こども育成課 特定財源 866 ○子どもの居場所づくり事業 916 千円

目 青少年対策費 前年比 26.6

予算事業名 青少年育成体制の充実 予算額 5,564

前年度予算 4,089

項 社会福祉費 増減額 1,088

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 5,177 　市内中学校から推薦された中学3年生を対象に、友好都市「中札
内村」との交流や北海道での自然体験などを通して、次代を担うも
のとしての自覚を高めるための宿泊研修を実施する。款 民生費

所管部課 こども未来部 こども育成課 特定財源 - ○青少年交流事業（少年の翼） 4,897 千円

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 老人福祉費 前年比 △ 5.6

予算事業名 青少年自主活動の推進 予算額 5,177

前年度予算 317,852

項 社会福祉費 増減額 △ 17,683

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 60,067 　生活習慣病の重症化やフレイルの予防を図るため、後期高齢者医
療被保険者に対し保健指導を行う。

款 民生費

所管部課 保健医療部 高齢・障害医療課 特定財源 240,102 ○高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施 11,107 千円

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

予算事業名 後期高齢者の保健事業 予算額 300,169 主な事業（概要・目的・スケジュール等）
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　食材価格が高騰している中で、給食費の値上げをせずにこれまで
通りの質や量を保った給食の提供ができるよう、認可外保育施設に
対し補助金を交付する。

○認可外保育施設における給食食材費等高騰対
　策

5,192 千円

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

前年度予算 12,765

項 児童福祉費 増減額 △ 3,821

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 7,444 　社会福祉審議会に対する計画策定に関する諮問や、原案に係るパ
ブリックコメント等を実施し、こども施策を総合的かつ一体的に進
めるための「（仮称）川越市こども計画」を策定する。款 民生費

所管部課 こども未来部 こども政策課 特定財源 1,500 ○（新）（仮称）川越市こども計画の策定 8,173 千円

予算事業名 子ども・子育て支援新制度事務 予算額 8,944

前年度予算 1,100,076

項 児童福祉費 増減額 436,038

予算事業名 こども医療費支給 予算額 1,536,114

款

目 児童福祉総務費 前年比 △ 29.9

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 1,250,493 　川越市に住所があり、健康保険に加入している18歳に達する日以
後最初の3月末日までにあるこどもの保護者に対し、通院・入院に
係る保険診療の一部負担金に相当する額を支給する。款 民生費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 こども未来部 こども政策課 特定財源 285,621 ○こども医療費支給 1,536,114 千円

目 児童福祉総務費 前年比 39.6

所管部課 こども未来部 こども政策課 特定財源 5,470

予算事業名 こども政策課一般事務 予算額 7,602 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 児童福祉総務費 前年比 △ 56.4

民生費 前年度予算 17,451

項 児童福祉費 増減額 △ 9,849

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 2,132
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　市が管理する児童情報等を活用し給付費等業務に係る申請、請求
手続き等を一元的に処理できるよう、クラウドを通じて市と民間保
育施設等を繋いだシステムを構築する。

○（新）教育・保育給付費等業務管理システム
　構築

18,137 千円

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 児童福祉総務費 前年比 510.1

前年度予算 3,470

項 児童福祉費 増減額 17,702

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 12,104

款 民生費

所管部課 こども未来部 保育課 特定財源 9,068

目 児童福祉総務費 前年比 △ 19.4

予算事業名 保育課一般事務 予算額 21,172

前年度予算 155

項 児童福祉費 増減額 △ 30

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 21 　子育て家庭や妊産婦が、教育・保育その他の子育て支援を円滑に
利用できるよう、相談内容に応じて情報提供や助言等を行う。

〔この他に「児童福祉事務」(こども家庭課)に26千円の計上があ
　る〕

款 民生費

所管部課 こども未来部 こども育成課 特定財源 104 ○利用者支援事業（基本型） 125 千円

目 児童福祉総務費 前年比 △ 59.9

予算事業名 利用者支援事業 予算額 125

前年度予算 68,490

項 児童福祉費 増減額 △ 41,019

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 12,671 　安全で安心な保育環境を構築するとともに効率的かつ効果的な保
育サービスを提供するため、老朽化している古谷保育園と古谷第二
保育園を一体的に整備する。款 民生費

所管部課 こども未来部 こども政策課 特定財源 14,800 ○公立保育所更新整備 27,471 千円

予算事業名 公立保育所更新整備 予算額 27,471
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主な事業（概要・目的・スケジュール等）

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

14,506 千円

　学習の習得に不安を感じる保護者の負担を軽減するため、ひとり
親家庭及び養育者家庭の児童の学習を支援する。

目 児童福祉総務費 前年比 8.2

○ひとり親家庭等学習支援

前年度予算 58,857

項 児童福祉費 増減額 4,853

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 27,597 　ひとり親家庭等学習支援事業を利用している中学校3年生のいる
ひとり親家庭等に対し、模擬試験費用の補助を行う。

款 民生費

所管部課 こども未来部 こども家庭課 特定財源 36,113 ○（新）こどもの生活・学習支援事業補助金 270 千円

目 児童福祉総務費 前年比 19.6

予算事業名 母子家庭等自立支援 予算額 63,710

前年度予算 1,198,217

項 児童福祉費 増減額 234,952

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 1,422,687 　保育コンシェルジュを保育課に配置し、子育て中の親子や妊婦等
が、保育施設や地域の子育て支援事業を円滑に利用できるよう情報
収集と情報提供を行い、必要に応じ相談、助言を行う。款 民生費

所管部課 こども未来部 保育課 特定財源 10,482 ○利用者支援事業（特定型） 2,546 千円

目 児童福祉総務費 前年比 2.5

予算事業名 会計年度任用職員人件費（保育所） 予算額 1,433,169

前年度予算 572,822

項 児童福祉費 増減額 14,386

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 459,815 　食材価格が高騰している中で、給食費の値上げをせずにこれまで
通りの質や量を保った給食の提供ができるよう、民間保育所等に対
し補助金を交付する。款 民生費

所管部課 こども未来部 保育課 特定財源 127,393 ○民間保育所等における給食食材費等高騰対策 35,763 千円

予算事業名 民間保育所補助等 予算額 587,208
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　食材価格が高騰している中で、給食費の値上げをせずにこれまで
通りの質や量を保った給食の提供ができるよう、公立保育所の賄材
料費に食材価格上昇相当額を増額する。

前年度予算 68,000

項 児童福祉費 増減額 △ 6,000

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 6,600 　老朽化した公立保育所について、外壁やフェンス等の改修工事を
行う。

款 民生費

所管部課 こども未来部 保育課 特定財源 55,400 ○公立保育園の長寿命化等改修工事 62,000 千円

予算事業名 保育所整備事業 予算額 62,000

前年度予算 368,457

項 児童福祉費 増減額 2,081

予算事業名 保育所運営管理 予算額 370,538

目 児童福祉施設費 前年比 △ 8.8

千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 168,538

款 民生費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 こども未来部 保育課 特定財源 202,000

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 838,804 　国の制度改正に伴い、児童手当の所得制限を撤廃するとともに、
高校生年代までの支給期間の延長等を実施する。

款

所管部課

目 児童福祉施設費 前年比 0.6

○公立保育所における給食食材費等高騰対策 27,104 千円

こども未来部 こども政策課 特定財源 4,612,756 ○児童手当（拡充分） 760,400

予算事業名 児童手当 予算額 5,451,560 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 児童措置費 前年比 12.8

民生費 前年度予算 4,834,455

項 児童福祉費 増減額 617,105

主な事業（概要・目的・スケジュール等）
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主な事業（概要・目的・スケジュール等）

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 保健衛生総務費 前年比 5.9

前年度予算 153,958

項 保健衛生費 増減額 9,132

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 145,191 　休日歯科診療事業を実施している川越市予防歯科センターについ
て、事業委託先である川越市歯科医師会が行う施設の改修に対し、
診療所部分の改修費用の一部を補助する。款 衛生費

所管部課 保健医療部 保健医療推進課 特定財源 17,899 ○予防歯科センター改修事業補助金 20,000 千円

目 母子福祉費 前年比 0.2

予算事業名 地域医療の推進 予算額 163,090

前年度予算 971,370

項 児童福祉費 増減額 2,122

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 648,995 　国の制度改正に伴い、児童扶養手当算定の際に必要な所得限度額
を引き上げるとともに、多子家庭に対する第3子以降の加算額を拡
充する。款 民生費

所管部課 こども未来部 こども家庭課 特定財源 324,497 ○児童扶養手当（拡充分） 27,035 千円

目 児童発達支援センター費 前年比 △ 9.4

予算事業名 児童扶養手当 予算額 973,492

前年度予算 63,046

項 児童福祉費 増減額 △ 5,902

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 40,191 　児童発達支援センターの利用者が安全で安心して利用できるよ
う、施設・設備の維持管理及び円滑な運営のための体制整備を行
う。款 民生費

所管部課 こども未来部 療育支援課 特定財源 16,953 ○児童発達支援センターの運営 57,144 千円

予算事業名 児童発達支援センター運営管理 予算額 57,144

主な事業（概要・目的・スケジュール等）
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千円

千円

千円

4 千円

1 千円

6 ％

○HPVワクチンの定期接種 259,242 千円

　HPVワクチンについて、小学校6年生から高校1年生相当の女性を
対象に定期接種を実施するとともに、積極的勧奨の差控えにより接
種機会を逃した方に対し時限的にキャッチアップ接種を実施する。

○高齢者肺炎球菌ワクチン接種（任意接種） 2,537 千円

　国の定期接種の対象者が65歳のみに変更となることに合わせ、市
独自の時限的措置として66歳以上の任意接種に係る費用の一部を助
成する。

○新型コロナウイルスワクチン定期接種化に向
  けた体制整備

1,159 千円

　65歳以上の方及び60～64歳の重症化リスクの高い方を対象に、新
型コロナウイルスワクチンの定期接種を秋冬に実施するための体制
を整備する。

〔接種に要する費用等は、ワクチン価格や関係機関との調整を踏ま
　えて別途に対応予定〕

目 予防接種費 前年比 △ 6.8

前年度予算 1,267,776

項 保健衛生費 増減額 △ 86,834

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 1,161,415

款 衛生費

所管部課 保健医療部 健康管理課 特定財源 19,527

予算事業名 予防接種の推進 予算額 1,180,942 主な事業（概要・目的・スケジュール等）
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千円

千円

千円

4 千円

1 千円

7 ％

千円

千円

千円

4 千円

1 千円

7 ％

2,831 千円

目 母子保健指導費 前年比 △ 4.7

○（新）5歳児健康診査

衛生費 前年度予算 292,571

項 保健衛生費 増減額 △ 13,606

千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 219,879 　疾病や異常を早期に発見するとともに乳児の健康の保持及び増進
を図るため、身体疾患が顕在化する時期である1か月児の健診に係
る費用の一部を助成する。款

所管部課 こども未来部 母子保健課 特定財源 59,086 ○（新）1か月児健康診査 8,985

　こどもの特性を早期に発見し、特性に合わせた適切な支援等を行
うことで幼児の健康の保持及び増進を図るため、保健、医療、福祉
による対応の有無が、その後の成長・発達に影響を及ぼす時期であ
る5歳児を対象とした健診を行う。

　妊産婦等が抱える妊娠・出産や子育てに関する悩み等について、
子育て経験者等による相談や情報交換の場の提供により、相談支援
を行う。

予算事業名 母子健康診査 予算額 278,965 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

8,669 千円

　産後も安心して子育てができる支援体制を確保するため、出産後
1年以内の母子に対し、医療機関等への宿泊や助産院への通所等に
より、心身のケアや育児のサポート等を行う。

○産前・産後サポート事業〔地方創生〕 740 千円

目 母子保健指導費 前年比 38.1 ○産後ケア事業〔地方創生〕

衛生費 前年度予算 42,907

項 保健衛生費 増減額 16,346

千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 21,055 　妊娠期から子育て期にわたるさまざまな悩み等に対応するため、
母子保健コーディネーター（保健師・助産師）を配置し、相談・助
言を行うとともに、関係機関との連携により、切れ目のない支援体
制を構築する。

款

所管部課 こども未来部 母子保健課 特定財源 38,198 ○利用者支援事業（母子保健型）〔地方創生〕 3,183

予算事業名 母子保健指導 予算額 59,253 主な事業（概要・目的・スケジュール等）
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千円

千円

千円

4 千円

1 千円

8 ％

千円

千円

千円

4 千円

1 千円

9 ％目 成人健診費 前年比 △ 1.5

11,800

款

所管部課

前年度予算 302,703

項 保健衛生費 増減額 △ 4,408

予算事業名 がん検診 予算額 298,295

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 289,873 　総合保健センターの「施設検診」、公共施設の「集団検診」、市
内委託医療機関の「個別検診」の3形態でがん検診の受診機会を提
供することにより、多くの方が受診できる体制整備と充実を図る。款 衛生費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 保健医療部 健康管理課 特定財源 8,422 ○がん検診 298,295 千円

保健医療部 健康づくり支援課 特定財源 355

予算事業名 健康づくり支援 予算額 12,155 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 成人保健指導費 前年比 35.7

○（新）（仮称）健康かわごえ推進プラン（第
　3次）の策定

7,585 千円

衛生費 前年度予算 8,956

項 保健衛生費

　計画策定に関する健康づくり推進協議会への諮問や、原案に係る
パブリックコメント等を実施し、次期計画を策定する。

増減額 3,199

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源
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千円

千円

千円

4 千円

1 千円

10 ％

千円

千円

千円

4 千円

1 千円

10 ％

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 10,827

款

所管部課 環境部 環境政策課 特定財源 9,636 10,500

目 環境衛生費 前年比

省エネルギー推進 予算額 50,792

予算事業名 再生可能エネルギー推進 予算額 20,463 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

　2050年脱炭素社会の実現に向けて、公共施設への再生可能エネル
ギー設備の導入を推進するため、既存公共施設における導入可能
性、導入方法、効果等を検証する調査を行う。

○（新）公共施設太陽光発電導入可能性調査業
　務委託〔地方創生〕

目 環境衛生費 前年比 903.0 ○LED照明設備導入支援事業〔地方創生〕

衛生費 前年度予算 9,616

項 保健衛生費 増減額 10,847

千円

112.8

前年度予算 5,064

項 保健衛生費 増減額

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 843 　家庭から排出される温室効果ガスを抑制するとともに、エネル
ギー価格高騰の影響を受ける市民の経済的負担の軽減を目的とし
て、省エネルギー性能の高い家電製品への買い換えに対し、補助金
を交付する。

款 衛生費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 環境部 環境政策課 特定財源 49,949 ○省エネ家電買い換え促進事業〔地方創生〕 42,433 千円

7,516 千円

　事業所から排出される温室効果ガスを抑制するとともに、エネル
ギー価格高騰の影響を受ける事業者の経済的負担の軽減を目的とし
て、省エネルギー性能の高いLED照明設備への更新に対し、補助金
を交付する。

予算事業名

45,728
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千円

千円

千円

4 千円

2 千円

3 ％

千円

千円

千円

5 千円

1 千円

1 ％

千円

千円

千円

6 千円

1 千円

2 ％目 農業総務費 前年比 8.2

前年度予算 174,754

項 農業費 増減額 14,278

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 177,512

款 農林水産業費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 総務部 職員課 特定財源 11,520 10,031

- ○就労支援事業 10,954

予算事業名 就労支援事業 予算額 10,954 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

予算事業名 職員人件費 予算額 189,032

労働費 前年度予算 10,610

項 労働費 増減額 344

千円

予算事業名 環境衛生センター施設整備 予算額 11,557

目 労働総務費 前年比 3.2

目 し尿処理費 前年比 △ 51.9

前年度予算 24,005

項 清掃費 増減額 △ 12,448

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 10,954 　川越しごと支援センターを中心に、求人情報の提供、職業紹介、
就職相談、就職に役立つセミナー等を実施するほか、障害者の雇用
の促進を図るために障害者雇用奨励金を交付する。款

所管部課 産業観光部 雇用支援課 特定財源

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 8,645

款 衛生費

　老朽化が進んでいる環境衛生センターの代替として、新たに
「（仮称）汚泥再生処理センター」を整備する。令和6年度は、整
備・運営事業者選定を行う。
　新施設の稼働後には、既存の環境衛生センターは廃止する。

〔更新整備について、令和6年度から令和9年度までの継続費
　（総額3,886,100千円）を設定〕

〔運営業務について、令和6年度から令和24年度までの債務負担
　行為（限度額4,033,877千円）を設定〕

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 環境部 環境施設課 特定財源 2,912 ○（新）環境衛生センター施設整備 11,557 千円

　企業版ふるさと納税（人材派遣型）を活用した人事交流を実施
し、民間企業からの派遣者とともに、民間の知見を活かしてグリー
ンツーリズム整備推進事業を推進する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔中心課：政策企画課〕

○企業版ふるさと納税（人材派遣型）活用事業
　〔地方創生〕

千円
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千円

千円

千円

6 千円

1 千円

6 ％

千円

千円

千円

7 千円

1 千円

1 ％

千円

千円

千円

7 千円

1 千円

2 ％

　市内の空き店舗の利活用を促進し、商店街の振興及び活性化を図
るため、川越市商店街等空き店舗情報登録制度に登録されている物
件を活用して行う事業に対し、補助金を交付する。款 商工費

所管部課 産業観光部 産業振興課 特定財源 1,417 ○空き店舗対策事業補助金 2,450 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 278,941

款 商工費

所管部課 総務部 職員課 特定財源 9,895 ○企業版ふるさと納税（人材派遣型）活用事業
　〔地方創生〕

　企業版ふるさと納税（人材派遣型）を活用した人事交流を実施
し、民間企業からの派遣者とともに、民間の知見を活かして総合戦
略事業を推進する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔中心課：政策企画課〕

目 商工振興費 前年比 △ 16.8

前年度予算 14,348

項 商工費 増減額 △ 2,411

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 10,520

予算事業名 職員人件費 予算額 288,836

目 商工総務費 前年比 10.4

前年度予算 253,297

項 農業費 増減額 △ 162,129

予算事業名 商店街振興対策補助 予算額 11,937

前年度予算 261,722

項 商工費 増減額 27,114

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 73,319

款 農林水産業費 　施設の魅力向上と観光の広域化、滞在時間の延長を図るため、グ
リーンツーリズム拠点施設に宿泊機能を備えたキャンプスペースを
整備する。令和8年度に予定する供用開始に向けて、令和6年度は土
地造成工事を行う。

○グリーンツーリズム拠点施設キャンプスペー
　ス整備〔地方創生〕

14,960 千円所管部課 産業観光部 農政課 特定財源 17,849

目 グリーンツーリズム拠点施設費 前年比 △ 64.0

予算事業名 グリーンツーリズム整備推進 予算額 91,168 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

千円9,895

主な事業（概要・目的・スケジュール等）
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千円

千円

千円

7 千円

1 千円

2 ％

千円

千円

千円

7 千円

1 千円

2 ％

5,500 千円

目 商工振興費 前年比 46.2

前年度予算 66,440

項 商工費 増減額 30,674

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 55,604 　地域経済対策の一環として、市内の施工業者により住宅の改修を
行った者に対し、費用の一部を補助する。

款 商工費

　市への産業立地需要とのマッチングを促進し、短期的な産業立地
を実現するため、市内空き産業用地等の調査を実施する。

○置き配バッグ無料配布事業 41,712 千円

　置き配の利用を促進することで、市内における宅配事業者の再配
達を抑制し、物流業界に生じる諸問題の軽減を図ることを目的とし
て、市民に川越市オリジナル置き配バッグを無料配布する。

○企業誘致に関する事業用地等実態調査業務

所管部課 産業観光部 産業振興課 特定財源 41,510 ○住宅改修補助金 17,000 千円

目 商工振興費 前年比 △ 28.5

予算事業名 商工業振興 予算額 97,114

前年度予算 24,735

項 商工費 増減額 △ 7,043

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 6,982 　融資を受けた中小企業者等の金利負担を軽減するため、融資取扱
金融機関に対し、利子補給を行う。

款 商工費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 産業観光部 産業振興課 特定財源 10,710 ○中小企業関係融資利子補給金〔地方創生〕 700 千円

予算事業名 中小企業関係融資 予算額 17,692

千円

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

1,342

　販路の開拓・拡大を支援し、市内の製造業の競争力向上に生かす
ため、市内で生産された工業製品や技術を川越ものづくりブランド
として認定しPRを行う。

○川越ものづくりブランドKOEDO E－PRO認定
　〔地方創生〕
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千円

千円

7 千円

1 千円

3 ％

千円

千円

千円

7 千円

1 千円

3 ％

千円

千円

千円

7 千円

1 千円

3目 観光費 前年比 皆増

前年度予算 -

項 商工費 増減額 32,500

目 観光費 前年比 △ 4.7

予算事業名 ＤＭＯ川越 予算額

32,500

前年度予算 27,097

項 商工費 増減額 2,896

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 29,993 　観光を通して川越の地域経済を持続的に成長させ、活性化させる
ことを目的とする（一社）DMO川越に対し、運営費並びにビッグ
データを活用した観光客数調査及び観光アンケート等の事業費の補
助を行う。

款 商工費

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 32,500 　市民の郷土意識の高揚を図り、観光を通じて地域の活性化を図る
ため、小江戸川越観光推進協議会に対し負担金を支出し、令和4年
度以来となる小江戸川越花火大会を安比奈親水公園において開催す
る。

款 商工費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 産業観光部 観光課 特定財源 - ○小江戸川越花火大会

目 観光費 前年比 10.7

予算事業名 小江戸川越観光推進協議会 予算額

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 産業観光部 観光課 特定財源 - ○一般社団法人DMO川越補助金〔地方創生〕 29,993 千円

29,993

款 商工費 前年度予算 90,622

項 商工費 増減額 △ 4,280

86,342 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 82,342 　本市最大の伝統行事でユネスコ無形文化遺産に登録されている
「川越氷川祭の山車行事（川越まつり）」を保存し、全市的なまつ
りに発展させることを目的とし、川越まつり協賛会等に補助を行
う。

予算事業名 川越まつり 予算額 86,342 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 産業観光部 観光課 特定財源 4,000 ○川越まつり

32,500 千円
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8 千円
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2 ％目 道路維持費 前年比 △ 91.1

前年度予算 83,300

項 道路橋りょう費 増減額 △ 75,900

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 2,470 　歩行者の快適性の向上や通学路の安全対策を図るため、市内1路
線（市道6525号線）の歩道整備を行う。

款 土木費

所管部課 建設部 道路環境整備課 特定財源 4,930 ○歩道整備 7,400 千円

目 道路維持費 前年比 △ 41.6

予算事業名 歩道整備 予算額 7,400

前年度予算 165,200

項 道路橋りょう費 増減額 △ 68,700

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 9,700 　道路交通の快適性の向上や舗装の計画的な管理を図るため、市内
3路線（市道0077号線、市道0032号線、市道0087号線）の舗装整備
を行う。款 土木費

所管部課 建設部 道路環境整備課 特定財源 86,800 ○舗装整備 96,500 千円

目 土木総務費 前年比 114.6

予算事業名 舗装整備 予算額 96,500

前年度予算 22,606

項 土木管理費 増減額 25,914

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 24,383

款 土木費 　市道に係る道路境界等の相談や照会において、待ち時間の短縮や
情報の正確性の確保を図るため、市が保有する情報を公開可能な状
態に整理するとともに、来庁者が自ら検索・閲覧できるシステムを
窓口に設置する。

○（新）道路台帳平面図等の窓口閲覧・交付シ
　ステム整備事業

30,183 千円所管部課 建設部 建設管理課 特定財源 24,137

予算事業名 道路管理 予算額 48,520 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

主な事業（概要・目的・スケジュール等）
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3 ％目 道路新設改良費 前年比 21.0

前年度予算 162,000

項 道路橋りょう費 増減額 34,000

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 4,065 　広域幹線道路網の構築のため、県道川越北環状線の終点部（国道
254号）から東側への延伸計画（仮称川越東環状線）に基づき、市
道0023号線及び市道3571号線の道路整備を行う。款 土木費

所管部課 建設部 道路街路課 特定財源 191,935 ○広域幹線（市道）整備 196,000 千円

目 道路新設改良費 前年比 3.9

予算事業名 広域幹線（市道）整備 予算額 196,000

前年度予算 58,360

項 道路橋りょう費 増減額 2,281

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 14,441 　市民の安全で安心な生活環境を確保するため、日常生活に密着し
た身近な生活道路（市道3193号線、市道2400号線）の拡幅整備を行
う。款 土木費

所管部課 建設部 道路街路課 特定財源 46,200 ○生活道路（市道）改良 60,641 千円

目 道路新設改良費 前年比 △ 1.0

予算事業名 生活道路（市道）改良 予算額 60,641

前年度予算 63,585

項 道路橋りょう費 増減額 △ 650

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 12,535 　市内道路網の骨格を形成し、道路交通の円滑化を図るため、市道
1・2級幹線道路（市道0058号線、市道0078号線）の整備を行う。

款 土木費

所管部課 建設部 道路街路課 特定財源 50,400 ○幹線道路（市道）整備 62,935 千円

予算事業名 幹線道路（市道）整備 予算額 62,935

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

主な事業（概要・目的・スケジュール等）
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3 ％目 道路新設改良費 前年比 △ 57.8

前年度予算 38,940

項 道路橋りょう費 増減額 △ 22,490

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 1,750 　市民の安全で安心な生活環境を確保するため、日常生活に密着し
た身近な生活道路（市道3009号線、市道8207号線、岸町急傾斜地）
の拡幅整備に必要な用地取得を行う。款 土木費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 建設部 用地課 特定財源 14,700 ○生活道路（市道）改良（用地） 16,450 千円

目 道路新設改良費 前年比 △ 47.4

予算事業名 生活道路（市道）改良（用地） 予算額 16,450

前年度予算 66,140

項 道路橋りょう費 増減額 △ 31,345

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 3,595 　市内道路網の骨格を形成し、道路交通の円滑化を図るため、市道
1・2級幹線道路（市道0058号線、市道0070号線、市道0078号線）の
拡幅整備に必要な用地取得を行う。款 土木費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 建設部 用地課 特定財源 31,200 ○幹線道路（市道）整備（用地） 34,795 千円

目 道路新設改良費 前年比 29.1

予算事業名 幹線道路（市道）整備（用地） 予算額 34,795

前年度予算 117,000

項 道路橋りょう費 増減額 34,000

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 - 　市道0023号線と交差する主要地方道川越栗橋線の交差点部分にお
ける右折車線や歩道整備を行う。

款 土木費

所管部課 建設部 道路街路課 特定財源 151,000 ○主要地方道川越栗橋線交通安全施設整備 151,000 千円

予算事業名 主要地方道川越栗橋線交通安全施設整備 予算額 151,000 主な事業（概要・目的・スケジュール等）
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3 ％目 道路新設改良費 前年比 61.3

前年度予算 50,900

項 道路橋りょう費 増減額 31,220

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 - 　埼玉県から委託された市内県道の交差点整備事業（川越所沢線今
福交差点、川越日高線笠幡団地入口交差点）に必要な用地取得を行
う。款 土木費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 建設部 用地課 特定財源 82,120 ○県道交差点整備 82,120 千円

目 道路新設改良費 前年比 △ 0.2

予算事業名 県道交差点整備 予算額 82,120

前年度予算 140,700

項 道路橋りょう費 増減額 △ 220

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 -

款 土木費 　埼玉県から委託された主要地方道川越栗橋線交通安全施設整備に
必要な用地取得を行う。

○主要地方道川越栗橋線交通安全施設整備（用
　地）

140,480 千円

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 建設部 用地課 特定財源 140,480

目 道路新設改良費 前年比 △ 17.7

予算事業名 主要地方道川越栗橋線交通安全施設整備（用地） 予算額 140,480

前年度予算 192,380

項 道路橋りょう費 増減額 △ 34,090

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 20,193 　圏央道や川越北環状線等の整備によって増加する交通需要に対応
するため、市道0023号線等の整備を推進するために必要な用地取得
を行う。款 土木費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 建設部 用地課 特定財源 138,097 ○広域幹線（市道）整備（用地） 158,290 千円

予算事業名 広域幹線（市道）整備（用地） 予算額 158,290
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104,000 千円

　準用河川天の川流域の治水安全度の向上を図るため、護岸改修工
事を行う。

目 河川総務費 前年比 △ 40.0

○準用河川天の川護岸改修工事

前年度予算 401,734

項 河川費 増減額 △ 160,834

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 13,348 　準用河川久保川流域の治水安全度の向上を図るため、河川改修工
事を行う。

款 土木費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 建設部 河川課 特定財源 227,552 ○準用河川久保川改修工事 128,900 千円

目 河川総務費 前年比 5.9

予算事業名 準用河川整備 予算額 240,900

前年度予算 284,205

項 河川費 増減額 16,685

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 90 　下小坂樋管周辺の内水浸水を防止、軽減するため、内水対策施設
の整備を行う。

款 土木費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 建設部 河川課 特定財源 300,800 ○下小坂樋管周辺内水対策 38,000 千円

目 橋りょう維持費 前年比 255.4

予算事業名 中小河川排水路整備 予算額 300,890

前年度予算 101,500

項 道路橋りょう費 増減額 259,200

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 20,670 　川越市個別施設計画（橋りょう編）及び川越市地域防災計画に基
づき、JR川越線を跨ぐ久下戸跨線橋の耐震・補修工事を行う。

款 土木費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 建設部 道路街路課 特定財源 340,030 ○久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事 150,500 千円

予算事業名 橋りょう維持補修 予算額 360,700
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3 ％目 土地区画整理費 前年比 199.8

前年度予算 314,444

項 都市計画費 増減額 628,371

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 66,815 　JR川越線南古谷駅を中心とした周辺地区の回遊性、利便性及び安
全性の向上を図るため、南古谷駅の北口開設等に向けた自由通路等
の実施設計や事業用地の取得及び道路整備を行う。款 土木費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 都市計画部 都市整備課 特定財源 876,000 ○南古谷駅周辺地区整備 942,815 千円

目 都市景観費 前年比 △ 13.7

予算事業名 南古谷駅周辺地区整備 予算額 942,815

土木費 前年度予算 72,241

項 都市計画費 増減額 △ 9,889

　クリエイター等が新たな価値を創出する活動を行う川越市文化創
造インキュベーション施設を開設し、利用者の創業や新たなビジネ
ス創出のための支援等を行う。

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 57,854

款

所管部課 都市計画部 都市景観課 特定財源 4,498

　景観重要建造物として指定された歴史的建造物の保存を目的とし
て、建造物の修理・維持管理に係る工事費用の一部を補助する。

予算事業名 文化創造インキュベーション施設運営管理 予算額 62,352 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

○（新）文化創造インキュベーション施設運営
　管理〔地方創生〕

61,923 千円

目 都市景観費 前年比 43.2

土木費 前年度予算 14,380

項 都市計画費 増減額 6,208

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 16,623

款

所管部課 都市計画部 都市景観課 特定財源 3,965 ○（新）景観重要建造物防火・防災対策基礎調
　査業務委託

1,000 千円

予算事業名 都市景観事務 予算額 20,588 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

　景観重要建造物等の防災機能の向上を図るため、現状及び課題の
把握を目的とした基礎調査を実施し、補助制度の拡充を含めた今後
の対策を検討する。

○景観重要建造物等保存事業補助金 10,000 千円
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5 ％目 公園費 前年比 △ 82.3

○（新）（仮称）砂新田6丁目公園整備

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 4,750 　防災機能を有する広場として整備することとなっている川越駅西
口の地方庁舎跡地について、令和8年度の供用開始に向け、造成工
事等を行う。款 土木費

　平成27年度に埼玉県教職員住宅が廃止となった跡地について、街
区公園として整備するため、令和6年度は用地測量を行う。

　令和3年度に都市公園である五ツ又森の公園が廃止となり、地域
のコミュニティ活動等を行う場所がなくなったことを受け、代替の
都市公園の整備を行う。令和6年度は、用地取得や地域協議のほ
か、測量・設計・造成工事を行う。

○（新）（仮称）岸町2丁目公園整備 2,200 千円

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 都市計画部 公園整備課 特定財源 221,500 ○（仮称）新宿町1丁目広場防災施設等整備 145,900 千円

目 土地区画整理費 前年比 6.8

予算事業名 街区公園等整備 予算額 226,250

78,150 千円

前年度予算 1,276,750

項 都市計画費 増減額 △ 1,050,500

前年度予算 285,139

項 都市計画費 増減額 19,513

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 53,119 　都市機能の集約が進む川越駅西口周辺地区に必要な都市基盤とし
て、都市計画道路川越所沢線や補助幹線道路等を整備し、道路ネッ
トワークを形成する。款 土木費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 都市計画部 川越駅西口まちづくり推進室 特定財源 251,533 ○川越所沢線等整備 294,482 千円

予算事業名 川越駅西口都市基盤整備 予算額 304,652
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1 千円
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△ 1,558

○（新）避難行動要支援者個別避難計画作成 1,400

予算事業名 防災事務 予算額 37,316

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 65,435 　防災行政無線や各種SNS等の既存の緊急情報伝達手段を補完する
ツールの一つとして、コミュニティFMの放送に自動で割り込み、避
難情報等の緊急放送を伝達する防災ラジオを導入し、配備の必要性
の高い市民等に有償譲渡する。

目 防災費 前年比 △ 4.0

前年度予算 38,874

項 消防費 増減額

○（新）防災ラジオの導入 19,645 千円

予算事業名 防災施設設置管理 予算額 81,207

土木費 前年度予算 25,637

項 都市計画費 増減額 645,686

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 33,311

款 消防費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 防災危機管理室 特定財源 4,005

目 防災費 前年比 74.0

目

千円

前年度予算 46,680

項 消防費 増減額 34,527

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 22,323 　令和8年度で契約が終了するなぐわし公園ピコアのPFI事業につい
て、次期事業における公園整備や管理に係る事業手法等の検討とし
て導入可能性調査を行うとともに、未整備用地の取得を行う。款

所管部課 都市計画部 公園整備課 特定財源 649,000 ○なぐわし公園整備 666,400

款 消防費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 防災危機管理室 特定財源 15,772

予算事業名 なぐわし公園整備 予算額 671,323 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

公園費 前年比 2,518.6

千円

　避難行動要支援者名簿に掲載されている方の避難支援者や避難先
等を記載した計画である「個別避難計画」の作成を推進する。
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千円
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千円

10 千円

1 千円

2 ％目 事務局費 前年比 15.4

前年度予算 53,953

項 教育総務費 増減額 8,298

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 864 　勤務時間外における災害発生時に、参集等の連絡メールを職員の
モバイル端末に一斉送信する「職員参集システム」について、現行
のサービスが終了することに伴い、システム更新を行う。款 消防費

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 62,251 　児童生徒一人ひとりに応じたきめ細やかな教育活動を推進するた
め、心の教育や学力向上、いじめの未然防止等の各学校の課題に応
じて、市立小・中学校に臨時講師を配置する。款 教育費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 学校教育部 学校管理課 特定財源 - ○オールマイティーチャー配置事業 62,251 千円

目 防災費 前年比 209.5

予算事業名 オールマイティーチャー配置事業 予算額 62,251

前年度予算 400

項 消防費 増減額 838

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 防災危機管理室 特定財源 374 ○職員参集メール配信サービスの更新 748 千円

予算事業名 危機管理事務 予算額 1,238

‐46‐



千円

千円

千円

10 千円

1 千円

2 ％

千円

千円

千円

10 千円

1 千円

2 ％

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 事務局費 前年比 92.5

○保護者連絡ツール更新

教育費 前年度予算 127,453

項 教育総務費 増減額 117,831

千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 229,929 　市立小・中学校において学習者用コンピュータを用いた授業を円
滑に実施するため、ネットワーク機器の更新及び新規インターネッ
ト回線の開通を行う。款

所管部課 学校教育部 教育指導課 特定財源 15,355 ○ネットワーク回線増強 92,501

11,110 千円

　学校と保護者の間での情報共有の円滑化を図るため、学校から保
護者への情報提供に活用しているメール配信システムを更新し、紙
のお便り・出欠確認・アンケート等のデジタル化を図る。

予算事業名 情報教育推進 予算額 245,284 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 事務局費 前年比 24.3

前年度予算 63,711

項 教育総務費 増減額 15,454

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 72,827 　市立中学校における部活動の指導体制の充実や教職員の負担軽減
を図るため、スポーツ、文化、科学等に関する教育活動に係る技術
的な指導に従事する部活動指導員を市立中学校に配置する。款 教育費

○（新）（仮称）川越市地域クラブ活動推進に
　向けた懇話会

214 千円

　地域クラブ活動の推進について情報を共有し環境整備を進めてい
くため、文化芸術・スポーツ関係団体や学識経験者、学校関係者、
保護者代表者、市関連部署の職員等を構成員とする「（仮称）川越
市地域クラブ活動推進に向けた懇話会」を開催し、意見聴取を行
う。

所管部課 学校教育部 教育指導課 特定財源 6,338 ○中学校部活動指導員配置 6,008 千円

予算事業名 教育指導課一般事務 予算額 79,165
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　特別支援教育に関わる教員等の資質向上を図るとともに、特別支
援学校教諭二種免許状取得等のために必要な単位の修得機会を提供
するため、川越市の教員を対象として免許法認定講習を実施する。

○川越市教育委員会免許法認定講習（特別支援
　教育）

845 千円

目 事務局費 前年比 27.9

前年度予算 154,159

項 教育総務費 増減額 42,998

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 196,035

款 教育費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 学校教育部 教育センター 特定財源 1,122

目 事務局費 前年比 14.7

予算事業名 特別支援教育の充実 予算額 197,157

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 88,082 　いじめ・不登校、虐待や貧困など児童生徒を取り巻く様々な課題
に対応するため、家庭環境への働きかけや関係機関との連携を行う
スクールソーシャルワーカーを配置する。前年度予算 95,857

項 教育総務費 増減額 14,094

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 143,456 　グローバル化の進展に対応し、英語によるコミュニケーション能
力、広い視野と国際感覚をもった児童生徒を育成するため、各市立
学校に計画的に英語指導助手を配置する。款

所管部課 学校教育部 教育センター 特定財源 8,362 ○英語指導助手配置事業 151,818

款 教育費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 学校教育部 教育センター 特定財源 21,869 ○スクールソーシャルワーカー配置事業 8,405 千円

予算事業名 教育相談の充実 予算額 109,951

予算事業名 英語指導助手配置事業 予算額 151,818 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 事務局費 前年比 2.3

千円

教育費 前年度予算 148,345

項 教育総務費 増減額 3,473
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120,000

　経済的な理由により就学が困難な児童の保護者に対して、学校給
食費を援助する。

目 教育振興費 前年比 △ 4.3

○小学校就学援助（学校給食費）

前年度予算 198,777

項 小学校費 増減額 △ 8,612

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 189,962 　経済的な理由により就学が困難な児童の保護者に対して、学用品
費などの一部を援助する。

款 教育費

千円

所管部課 教育総務部 教育財務課 特定財源 203 ○小学校就学援助（学用品） 70,165 千円

目 学校管理費 前年比 △ 47.5

予算事業名 小学校児童支援 予算額 190,165

前年度予算 144,838

項 小学校費 増減額 △ 68,849

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 75,989 　ICTを活用して主体的・対話的で深い学びを推進するため、児童
の情報活用能力を育成できるICT環境を維持・管理する。

款 教育費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 学校教育部 教育指導課 特定財源 - ○小学校情報教育推進 75,989 千円

目 学校管理費 前年比 491.7

予算事業名 小学校情報教育推進 予算額 75,989

前年度予算 33,981

項 小学校費 増減額 167,083

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 200,964 　より効率的で効果的な水泳指導とするため、一部の学校におい
て、民間事業者への業務委託による水泳授業を行う。

款 教育費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 学校教育部 教育指導課 特定財源 100 ○水泳指導業務委託 16,346 千円

予算事業名 小学校指導事務 予算額 201,064
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主な事業（概要・目的・スケジュール等）

前年度予算 -

項 小学校費 増減額 404,300

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 - 　教育環境の充実や避難所機能の強化を図るため、小学校体育館に
空調設備を導入する。

〔7校の整備事業について、令和5年度から令和7年度までの継続費
　（総額678,000千円）を設定〕

款 教育費

所管部課 教育総務部 教育財務課 特定財源 404,300 ○小学校体育館空調設備等整備（第2期） 404,300 千円

予算事業名 小学校体育館空調設備等整備（第２期） 予算額 404,300

教育費 前年度予算 245,400

項 小学校費 増減額 112,900

千円

目 小学校体育館空調設備等整備費 前年比 皆増

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 - 　教育環境の充実や避難所機能の強化を図るため、小学校体育館に
空調設備を導入する。

〔7校の整備事業について、令和5年度から令和6年度までの継続費
　（総額603,700千円）を設定〕

款

所管部課 教育総務部 教育財務課 特定財源 358,300 ○小学校体育館空調設備等整備（第1期） 358,300

22,000 千円

　老朽化した学校施設について、「施設の機能改善」、「教育環境
の改善」を図るため、トイレの改修に係る設計を行う。

予算事業名 小学校体育館空調設備等整備（第１期） 予算額 358,300 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 小学校体育館空調設備等整備費 前年比 46.0

目 学校建設費 前年比 396.0

○トイレ改修工事設計業務委託

教育費 前年度予算 5,000

項 小学校費 増減額 19,800

千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 6,200 　老朽化した学校施設について、「耐力性の向上」、「施設の機能
改善」、「教育環境の改善」を図るため、校舎の外壁、屋上防水の
改修に係る設計を行う。款

所管部課 教育総務部 教育財務課 特定財源 18,600 ○外壁・屋上防水実施設計業務委託 2,800

予算事業名 小学校大規模改造 予算額 24,800 主な事業（概要・目的・スケジュール等）
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主な事業（概要・目的・スケジュール等）

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 学校管理費 前年比 11.3

教育費 前年度予算 31,458

項 中学校費 増減額 3,553

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 35,011 　ICTを活用して主体的・対話的で深い学びを推進するため、生徒
の情報活用能力を育成できるICT環境を維持・管理する。

款

所管部課 学校教育部 教育指導課 特定財源 - ○中学校情報教育推進 35,011

8,800 千円

　近年の気候変動に対応し教育環境の改善を図るため、特別教室等
への空調設備の導入に係る設計を行う。

予算事業名 中学校情報教育推進 予算額 35,011 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 学校管理費 前年比 280.0

○特別教室空調設置

前年度予算 68,190

項 中学校費 増減額 190,937

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 39,914 　設置後30年以上経過し、老朽化が進行しているエレベーター設備
について、更新と共にバリアフリー化を進める。

款 教育費

所管部課 教育総務部 教育財務課 特定財源 219,213 ○エレベーター改修工事 47,650 千円

目 小学校体育館空調設備等整備費 前年比 皆増

予算事業名 中学校施設整備 予算額 259,127

前年度予算 -

項 小学校費 増減額 43,200

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 - 　教育環境の充実や避難所機能の強化を図るため、小学校体育館に
空調設備を導入する。

〔18校の整備事業について、令和6年度から令和7年度までの継続費
　（総額1,772,200千円）を設定〕

款 教育費

所管部課 教育総務部 教育財務課 特定財源 43,200 ○（新）小学校体育館空調設備等整備（第3期） 43,200 千円

予算事業名 小学校体育館空調設備等整備（第３期） 予算額 43,200
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85,000 千円

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 学校建設費 前年比 44.0

○トイレ改修工事設計業務委託

- 　教育環境の充実や避難所機能の強化を図るため、中学校体育館に
空調設備を導入する。

〔11校の整備事業について、令和5年度から令和6年度までの継続費
　（総額930,100千円）を設定〕

款

所管部課 教育総務部 教育財務課 特定財源 551,900 ○中学校体育館空調設備等整備（第1期） 551,900

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源

予算事業名 中学校体育館空調設備等整備（第１期） 予算額 551,900 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 中学校体育館空調設備等整備費 前年比 45.9

教育費 前年度予算 378,200

項 中学校費 増減額 173,700

千円

教育費 前年度予算 5,000

項 中学校費 増減額 2,200

千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 1,800 　老朽化した学校施設について、「耐力性の向上」、「施設の機能
改善」、「教育環境の改善」を図るため、校舎の外壁、屋上防水の
改修に係る設計を行う。款

所管部課 教育総務部 教育財務課 特定財源 5,400 ○外壁・屋上防水実施設計業務委託 2,800

4,400 千円

　老朽化した学校施設について、「施設の機能改善」、「教育環境
の改善」を図るため、トイレの改修に係る設計を行う。

　経済的な理由により就学が困難な生徒の保護者に対して、学校給
食費を援助する。

予算事業名 中学校大規模改造 予算額 7,200 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 教育振興費 前年比 △ 7.7

○中学校就学援助（学校給食費）

前年度予算 200,389

項 中学校費 増減額 △ 15,389

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 184,211 　経済的な理由により就学が困難な生徒の保護者に対して、学用品
費などの一部を援助する。

款 教育費

所管部課 教育総務部 教育財務課 特定財源 789 ○中学校就学援助（学用品） 100,000 千円

予算事業名 中学校生徒支援 予算額 185,000
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千円

千円

千円

10 千円

3 千円

4

千円

千円

千円

10 千円

4 千円

1 ％

千円

千円

千円

10 千円

6 千円

1 ％

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 396 　子どもたちが放課後を安心・安全に過ごし、多様な体験や活動が
できるよう、地域住民等の参画を得て、学習や体験・交流を行う放
課後子供教室を実施する。款 教育費

所管部課 教育総務部 地域教育支援課 特定財源 426 ○放課後子供教室 822 千円

教育費

所管部課 学校教育部 市立川越高等学校 特定財源 212,963 ○エレベーター改修工事 23,100 千円

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 社会教育総務費 前年比 45.7

前年度予算 564

項 社会教育費 増減額 258

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 - 　教育環境の充実や避難所機能の強化を図るため、中学校体育館に
空調設備を導入する。

〔11校の整備事業について、令和5年度から令和7年度までの継続費
　（総額1,190,000千円）を設定〕

目 高等学校総務費 前年比 107.6

予算事業名 放課後子供教室推進 予算額 822

前年度予算 134,415

項 高等学校費 増減額 144,693

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 66,145 　設置から30年以上経過し、老朽化が進行しているエレベーター設
備について、改修工事を行う。

款

目 中学校体育館空調設備等整備費 前年比 皆増

予算事業名 高等学校運営管理 予算額 279,108

前年度予算 -

項 中学校費 増減額 710,100

予算事業名 中学校体育館空調設備等整備（第２期） 予算額 710,100

款 教育費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 教育総務部 教育財務課 特定財源 710,100 ○中学校体育館空調設備等整備（第2期） 710,100 千円
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2 ％

千円

千円
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10 千円

6 千円

4 ％

千円

千円

千円

10 千円

6 千円

4 ％

　河越館跡内を南北に通る市道9331号線の付替道路を、河越館跡の
西側に隣接して建設する道路工事を行う。

目 文化財保護費 前年比 61.2

前年度予算 68,139

項 社会教育費 増減額 41,674

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 23,913

款 教育費

所管部課 教育総務部 文化財保護課 特定財源 85,900 ○（新）河越館跡保存活用計画策定支援業務委
　託

2,100 千円

○河越館跡外周整備工事 94,500 千円

目 文化財保護費 前年比 10.1

予算事業名 河越館跡整備 予算額 109,813

前年度予算 49,185

項 社会教育費 増減額 4,990

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 52,775 　国指定史跡河越館跡を周知し理解を深めることを目的として、河
越流鏑馬実行委員会に対し負担金を支出し、鎌倉時代に行われたで
あろう流鏑馬を今に再現して実施する。款 教育費

所管部課 教育総務部 文化財保護課 特定財源 1,400 ○河越流鏑馬 4,000 千円

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 学童保育費 前年比 47.7

予算事業名 文化財の活用 予算額 54,175

前年度予算 50,612

項 社会教育費 増減額 24,121

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 11,847 　市立学童保育室（保育スペース）の拡張、老朽化対応及び環境改
善等を図るため、施設や設備の改修工事等を行う。

款 教育費

所管部課 教育総務部 教育財務課 特定財源 62,886 ○学童保育室改修工事 74,733 千円

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

予算事業名 学童保育室整備 予算額 74,733 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

　社会情勢と文化財保護行政が大きく変化する中、国指定史跡河越
館跡を将来にわたって確実に保存し活用するため、保存と活用等に
関する新たな方針や方法を定めた保存活用計画を策定する。
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6 千円

4 ％

千円

千円

千円

10 千円

6 千円

8 ％目 蔵造り資料館耐震化事業費 前年比 △ 27.8

前年度予算 143,300

項 社会教育費 増減額 △ 39,800

予算事業名 蔵造り資料館耐震化 予算額 103,500

教育費 前年度予算 7,485

項 社会教育費 増減額 4,062

千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 - 　大地震発生時における、市指定文化財、蔵造り資料館の保存及び
入館者の安全確保を図るため、耐震化工事を行う。

〔耐震化事業について、令和5年度から令和8年度までの継続費
 （総額540,400千円）を設定〕

款 教育費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 教育総務部 博物館 特定財源 103,500 ○蔵造り資料館店蔵耐震化工事 103,500 千円

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 9,987 　指定文化財の保存活用を進めるため、市内の指定文化財を管理す
る団体や所有者を対象に、日常的な保存経費や臨時的な修理費用等
に対する補助を行う。款

所管部課 教育総務部 文化財保護課 特定財源 1,560 ○文化財保存事業費補助金 11,547

予算事業名 文化財の保存修理 予算額 11,547 主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 文化財保護費 前年比 54.3
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千円

千円

千円

10 千円

7 千円

2 ％

※特定財源：財源の使途が特定されているもの（国庫支出金、県支出金、市債等）

※一般財源：財源の使途が特定されず、どのような経費にも使用することができるもの（市税、地方譲与税、地方交付税等）

目 学校給食センター管理費 前年比 4.7

前年度予算 2,097,707

項 学校保健費 増減額 98,700

予
算
科
目

会計 一般会計 一般財源 587,132 　食材価格が高騰している中で、給食費の値上げをせずにこれまで
通りの質や量を保った給食の提供ができるよう、学校給食の賄材料
費に食材価格上昇相当額を増額する。款 教育費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 学校教育部 学校給食課 特定財源 1,609,275 ○学校給食における給食食材費等高騰対策 113,142 千円

予算事業名 学校給食センター運営管理 予算額 2,196,407
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千円

千円

千円

4 千円

1 千円

1 ％

千円

千円

千円

4 千円

2 千円

1 ％

※特定財源：県支出金等

※一般財源：特定財源以外の財源

目 保健衛生普及費 前年比 △ 6.3

前年度予算 62,911

項 保健事業費 増減額 △ 3,969

予
算
科
目

会計 国民健康保険事業特別会計予算 一般財源 32,517 　川越市国民健康保険被保険者の医療費適正化及び健康の保持増進
を図るため、重複服薬者と多剤服用者に加え、令和6年度は頻回受
診者に対し、かかりつけ医や薬剤師に相談する機会を持つよう、案
内文を送付する。

款 保健事業費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 保健医療部 国民健康保険課 特定財源 26,425 ○重複多剤服用対策通知業務委託 5,877 千円

目 特定健康診査事業費 前年比 4.9

予算事業名 保健事業 予算額 58,942

前年度予算 342,801

項 特定健康診査等事業費 増減額 16,736

予
算
科
目

会計 国民健康保険事業特別会計予算 一般財源 125,325 　特定健康診査の受診率を向上させるため、AIを活用して未受診者
の特性に応じた受診勧奨通知を作成し、年2回送付する。

款 保健事業費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 保健医療部 国民健康保険課 特定財源 234,212 ○個別受診勧奨はがき作成等 12,667 千円

〔特別会計〕

予算事業名 特定健康診査事業 予算額 359,537
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1 千円

1 ％

千円

千円

千円

3 千円

1 千円

4 ％

※特定財源：保険料、国庫支出金、県支出金等

※一般財源：特定財源以外の財源

目 地域ケア会議推進事業費 前年比 167.1

前年度予算 1,398

項 包括的支援事業・任意事業費 増減額 2,336

予
算
科
目

会計 介護保険事業特別会計 一般財源 - 　市が主催する自立支援型地域ケア会議に関わるコーディネーター
及び助言者に対し、研修を実施する。

〔「介護給付費等費用適正化事業」において作成予定の「（新）地
　域包括ケア自立支援応援マニュアル」に基づいた研修プログラム
　を一体的に実施〕

款 地域支援事業費

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 福祉部 地域包括ケア推進課 特定財源 3,734 ○（新）自立支援事業業務委託 2,299 千円

目 任意事業費 前年比 175.4

予算事業名 地域ケア会議推進事業 予算額 3,734

前年度予算 3,088

項 包括的支援事業・任意事業費 増減額 5,415

予
算
科
目

会計 介護保険事業特別会計 一般財源 -

款 地域支援事業費 　第9期介護保険事業計画に目標として位置付けた「本人の望む暮
らしの実現のための支援」に向け、本市が目指す自立支援を冊子に
まとめて見える化し、市内介護事業所に周知・研修を行う。

○（新）地域包括ケア自立支援応援マニュアル
　作成及び介護事業所研修業務委託

5,588 千円

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 福祉部 介護保険課 特定財源 8,503

予算事業名 介護給付費等費用適正化事業 予算額 8,503
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千円

千円

千円

1 千円

1 千円

1 ％

※特定財源：使用料

※一般財源：特定財源以外の財源

千円

千円

千円

1 千円

1 千円

2 ％

※特定財源：企業債

※一般財源：特定財源以外の財源

目 配水管改良費 前年比 10.2

前年度予算 2,144,641

項 建設改良費 増減額 218,009

予
算
科
目

会計 水道事業会計 一般財源 1,562,650 　限りある水資源を有効活用するため、重要施設配水管の耐震化や
老朽管の更新を行い、水道水の安定供給を図る。

款 資本的支出

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 上下水道局 水道課 特定財源 800,000 ○配水管更新事業 2,362,650 千円

目 事業費 前年比 7.3

予算事業名 配水管更新事業 予算額 2,362,650

前年度予算 74,258

項 事業費 増減額 5,414

予
算
科
目

会計 川越駅東口公共地下駐車場事業特別会計 一般財源 2,712

款 事業費 　川越駅周辺の総合的な駐車需要を把握するため、川越駅東口公共
地下駐車場及び周辺駐車場の稼働率等の調査を行う。

○（新）川越駅周辺駐車場利用実態調査業務委
　託

2,712 千円

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 産業観光部 産業振興課 特定財源 76,960

予算事業名 駐車場運営管理 予算額 79,672
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千円

千円
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1 千円

1 ％

千円

千円

千円

1 千円

1 千円

1 ％

千円

千円

千円

1 千円

1 千円

2 ％

※特定財源：企業債、国庫補助金、受益者負担金、分担金

※一般財源：特定財源以外の財源

目 公共下水道施設改良費 前年比 163.1

前年度予算 205,481

項 建設改良費 増減額 335,211

予
算
科
目

会計 公共下水道事業会計 一般財源 540,692 　老朽化した下水道管路施設の改築工事等を実施する。

款 資本的支出

所管部課 上下水道局 下水道課 特定財源 - ○汚水管渠改良事業 540,692 千円

540,692

前年度予算 314,442

項 建設改良費 増減額 299,369

予
算
科
目

会計 公共下水道事業会計 一般財源 613,811 　旧江川流域都市下水路下流部で発生した内水浸水の防止、軽減を
図るための中長期の内水対策の一つとして、ふじみ野市が実施する
事業費に係る負担金を計上する。款 資本的支出

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

目 公共下水道施設拡張費 前年比 95.2

予算事業名 汚水管渠改良事業 予算額

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 上下水道局 下水道課 特定財源 - ○江川公共下水道整備事業 613,811 千円

目 公共下水道施設拡張費 前年比 16.0

予算事業名 江川公共下水道整備事業 予算額 613,811

前年度予算 1,313,215

項 建設改良費 増減額 209,979

予
算
科
目

会計 公共下水道事業会計 一般財源 1,048,294 　生活環境の改善及び公衆衛生の向上と公共用水域の水質保全を図
るため、汚水管渠の築造工事を3,756m実施する。

款 資本的支出

主な事業（概要・目的・スケジュール等）

所管部課 上下水道局 下水道課 特定財源 474,900 ○汚水管渠整備事業 1,523,194 千円

予算事業名 汚水管渠整備事業 予算額 1,523,194
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